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る小作用の因子の存在が,そ の分離によつて品種の攣化の一因をなす もの と思 わ れ る。故

に,こ れ等小作用の因子を明確に捕捉 し得 る手段が講ぜ られねばならなV・。

(6)年 度に依 り各因子の支配債に多少の差異が認められるが,こ れは因子の支配債が環境

に依 り或程度攣異する事を示す ものである。故に,あ る栽培條件の下で決定された因子の支

配債が,他 の環境の下で如何に攣化するか,即 ち因子の環境に封する感鷹度(寺 尾,1937)

を知る必要がある。これは最近重要覗されるに至つた作物生態學(agrOnOmiCaleCOIOgy,

寺尾,1933,1937)及 び生態育種(安 田,1941)の 問題である。
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緒 言

著者は嚢に第VI報('42)及 び第 皿 報('43)に 於て,sπoc勿 卯 の中か ら黒黙の出現

率や浩失,合 着の順序の相違によつて匠別し得る8系 統即ちsπoo吻 α一1～s鋸o勿θα一8を

分析 して報告した。而 して之等の諸型を決定する各遺傳子(ρ1～1ウ8)は何れ も黒地系の諸型を

決定する各々の遺傳子と同 じ複野立遺傅子系に屡してv・る事を明かにした。其後s〃oo勿8σ

中の2系 統即ちsπoo勿 εσ一9及 びsπoo加6α一10を 略一定 した環境の下で飼育してみた盧,

爾系統共に黒貼相互間の大さの比に微細な攣異が現れてv・る事に氣が付v・たので,之 等の攣

異は遺傅的の攣異であるか,或 は環境の差異のみによつて生 じた攣異であるかを實験に依つ

て検べてみた威,次 に記す如き成績を得た。

本論文を草するに當り,御 懇篤なる御指導と御校閲を賜つた恩師駒井卓博士に封し,篤 く感謝の意を

表す。猶本研究の爲に研究補助費を賜つた日本學術振興會並びに服部報公會に封しても謝意を表するo

賓 験 概 説

本實験は各世代を通 じてsπoo勿 飢一9及 びsπoo勿 即一10と ・4〃加 とのヘテ・(A〃19

或はAπ110で 表す)を 作 り,・4〃吻 の紅色部内に出現するsπoo勿60の 黒黒占即ち4,θ.

9及 びh(黒 黒占の名稻は第VI報 一'42に 從 う)(1圖)相 互問の大 さの比の攣異歌態 に つ

V・て観察を行つた。Aπ1初 は第IV報('40)で 報告 した如 く,翅 鞘の前縁及び外縁に滑

つて僅かに黒色部があるのみで他の部分 は紅色を呈して居 り,ホ モに於 ては如何なる環境の



1948年12月 星野:テ ソ トウムシの遺傳學的研究 第IX報 91

下で飼 育しても紅色部内には決して黒瓢が現れなV・,云 ひ換

えるとAπ 〃0α遺傳子にはS〃00勿 εαの黒鮎(d,θ,g及 び

の の現れる位置には黒貼の大さ,形 歌を左右する力がなv・

と考える事が出來る。それ故にAπ1s〃 に於てA〃1吻 の紅

色部内に現れるs刎o勿 θαの4黒 顯は一つのsπoo勿 四 遣

傅子のみによつて決定されると考えてよいと思う。即ちsπo-

o勿60の 黒黙相互間の大さの比に關する微細攣異の遺 傅 性

を検べる爲にも,叉 更に進んで もし之等の攣異に遺傳性があ

るとすれば,こ れはsπoo∫麗α遺傳子自身の差異によるもの

か,或 は攣更遺傳子の働 きによるものかを確める爲に もA刎

sπ にて観察を行う事は最 も速かに且正確な結果が得 られ 極

めて都合がよい 叉黒黙の出現に封する環境の影響 を出來る

だけ同一にする爲に同 じ時期に同 じ餌で飼育した個髄,即 ち

同一世代で得た個髄につV・て比較観察を行つた。樹4個 の出

現黒貼相互間の大さの比を一緒に考えると極めて繁雑になる

ので,先 づsπoo勿 θα一9に 於 ては6と8と の關係叉s〃oo勿 θα一10に 於 てはdと9と の

關係 を検べ てみた。

貿 験 成 績

1.sκ6`ゴ紹 α。9に 於ける賀駿1944年5月24日 蒙 蟹張 家 ロ市 に於 て正垣幸男氏 の採集 し

た無黒窯s〃oc勿 ⑳ 同士の交 配か ら得たF、 を25。C～30。Cで 飼 育した ところ,♂ は全部

無黒鮎 で あ つ た が,♀ では有黒黙 の もの と無黒黒 の もの とが 同藪つ つ 生れた(1表,交 配

423號:)。 この交配か ら爾親及 び:F1の 遺 傳子型 を次 の如 く決定ず'る事が出來 る。

今 ραを無黒鮎sπoo勿8σ を決定す る遺傳 子 とし,ρ9を 有 黒鮎s欝o勿 εα を決 定 す る 遺

傳子 とす る。 而 して ρ9と か とが ヘテ ロにな ると飼 育温度25。C～30。Cに 於 ては:♀ にの

み黒黙が現れ る と考 えると,母i親,父 親,F1の 有 黒窯 ♀ 及 び無黒鮎 ♀ の遺 傳子型 は 夫

、々 ク か,ρ9ψ α,ρ9ρα及び か φαで表す事が 出來 る。次 に このF1有 黒 顯 ♀(91α で 表ず')

につV・て8と9と の大 さの比を検べ てみ ると,9が8よ りも大 きい もの(8<8で 表 す)

が 大部分 を占め,θ が9よ り大 きv・もの(2>9で 表 す)と 爾黒窯 を歓 くもの1)(ε×一9× で

表 す)と は夫 々1頭 つつv・た(2表,交 酢423號)。 次 に上 の交 配か ら得 た 〆9の91α ♀

を2頭 選 び,各 々に同 じA刎 α(1944年5月24日 張 家 ロ市に於 て正垣幸男氏が探集)を

交配 した虎,爾 交配共 にF1のA〃19♀ の 大部分 は θ<9で あつた(2表,交 配444,437號)。

1)他 の個膣に較べて,蠕 の時期の飼育温度が高かつた爲に,爾 黒鮎が潰失 したものと考えられ

る。それ故に温度が低 くなるとき6>9・ θ二9・6く9の 珂れになるかは不明である。

第1表 α!α♀×9/α δ
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更に交 配437號 の 〆9Aπ19♀ に 同胞中の ∠4π1α♂ を交 配 して得た23頭 の.4〃19♀ を

み ると,22頭 が ε<9で,1頭 だ け ε>9が 出 た(2表.446號)。 即 ち交 配423號 一 →

交 配444號,437號 一 →446號 の 何れの世代 に於て も母親 の特徴 即 ち ε〈9が 子供 に 遺傳

してV・る。
も

一方交 配423號 で1頭 だけ生れた ε>9の91α ♀ を母親 に選 び,之 にA刎 α ♂(交

配444,437號 の父親 と同一個燈)を 交配 して得た7頭 のA刎9♀ をみ ると,矢 張 り母親

と同 じ特徴 を もつ た もの即 ち θ>9が 多 く3頭 を占め,母 親 の同胞 中に大部分 を 占め てV・

たo〆9は1頭 出ただけで ある,其 の他2× 一9× が3頭V・ た(2表.交 配441號)。 次

に交 配441號 か ら得たA〃19♀ の 中か ら ε>9の もの と8× 一9× の もの とを選び,各 々 に

同交 配か ら得 た ・4〃1α舎 を交配 して得 たFIAπ!9♀ を み ると,8>9を 母 親 に し た 交 配

449號(2表)に 於 ては ε>8が 最 も多 く9頭 を占め,ε=9が5頭,ε<9が3頭 出た。

叉8× 一9× を母親 に した交 配448號(2表)に は 召>9は1頭 もな く,6<8が5頭,

ε=9が2頭v・ た 。即 ち この場合 に於 て も母親のsπoo勿 飢 一9の 特徴が子供 に遺傳 してv・る。

吹 に交 配448號 の 中の2<gA刎9♀ と交 配449號 か ら得たA〃1Aπ ♂ との交 配(交 配

450號),更 に この交 配か ら得 た θ<9遜 刎9♀ と同胞 中のAπ1Aπ 舎 との交配(交 配461

輩)の 二世代 に於 てA刎9♀ を槍べ てみた虚残 らす θ<9で あつた(2表 ・交 配450・461

號)。 即 ち明か に母 親の 釧00勿 即一9の 特徴が遺縛 してV・る。

また一方交 配449號 か ら得 たA〃19♀ の 中か ら θ>9,.θr9及 び6<9の も の を1頭

つ つ選 び,各 に交 配450號 のAπ1・4%♂ を交配 してF1・ 肋19♀ を比較 してみ る と,矢 張

り夫 々母親 のs%cc勿2α 一9の 特徴が遺傳 してv・る傾r司が 見 られ る(2表,交 配459,456.

455號)。

第2表
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上述 の實験 を吟味 してみ ると次の事が云 える と思 う。

即 ち交 配423號 のAπ19♀ を み ると大部分 が8<9で,1頭 だ け8>9がv・ た事か ら,

8>9は 〆9か ら攣化 した もの と考 えられ る。更に交 配423號 一 →441號 一 →449號 →

459號 の 實験で は,交 配423號 に於 て新た に生 じた と思 われ る θ>9な る特徴 は子孫 に 遺

傳 す る事 を示 してV・る,叉 一方 では交 配423號 一 →437號 一 →446號 及 び交配448號 一一一

450號 一 →461號 の實験 に よつ て,8〈9な る特 も徴:明かに子 孫に遺 傳す る事が わか る。叉

交 配441號 一 →448號 一→450號 及 び 交 配449號 一 →455號 の2つ の實験 は θ>9は

再 び6<9え 向つ て攣化す る傾 向が あ ると云 う事 を暗示 してv・る。叉父親が 同一個薩 であ る

盧 の3交 配即 ち交配444號,437號 及 び441號 を比較 してみて も,或 は又交 配450號 か ら

得 たAπ1Aπ を父親 に した2交 配即 ち459號 と461號 と を比較 してみ て も,母 親 の表 す

sπoo勿20-9の 特 徴 がその ま 」子供 に徳 わ り,父 親の影響 は全 く示 され なv・。

皿・5〃``勿θσ一10に 於ける實駿 上記實験 中の交配459號 か ら得たA〃1A%♀ とClC♂1)

(1945年11月 京 都 に於 て探集)と の交配 に よつ て得 られたCIA%♀ とC110♂(1946

年5月,愛 知縣幡豆郡寺津:町に於 て採集)と を交配 した虚,39頭 のA〃110が 生 れたので

之につv・て4と9と の大 さの比 を槍 べてみた虞,♀ は全部 げ<9で あつたが.♂ で は げ>

8が 最 も多 く12頭,其 の他d<9が4頭,δr9が3頭V・ た(3表,交 配479號)。 こ

第3表

の交配に於て ♀ は全部 げ<9で あつたのに封し,舎 の大部分はd>9に なつた理由は次
竜の如 く読明出來ると思 う

。即ち一般 的に蝸の時期の温度が低 くなるに從つて黒貼は大形にな

り,し か も ♀ では 舎 より著るしv・事は1報('33)及 び町報('42)に 於て既に報告 した

が,更 に温度の影響は個々の黒黒占によつて異 ると云ふ事 も考えられ る。叉表現型的に ♀ は

1)CはCo〃sρ 鋤 σを表す。
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低温型,舎 は高温型と考える事 も出來なくはない。 そこで今dと9に ついてみると低温

によつて9はdよ9も 大 きくな り易い爲に,蝋 の時期を高温にお くと4>9に な る個 髄

も低温にお くとd<9に なると考えると,上 記の場合の如 く,表 現型的に低温型の ♀ では

4<8と な り,高 温型の 舎 では4>9と なる事實に封 して読明がつ く。 次に上の交配か ら

A刎10♀(dCg)を2頭 選び,夫 々に矢張 り同 じ交配から得たCIAπ とCICと を交配(3

表,交 配481,480號)し た盧,前 交配(交 配481號)か らは3頭 のA〃110♀ が生れた

が何れ も4<8で あつた。 次にこの中の2頭 を親に選び一方には同 じ交配から得たC14%

を交配(3表,交 配483號)他 方には交配480號 から得たCIAπ を交配(3表,交 配482

號)し て次代のA〃!10を 槍べてみた虚,爾 交配 とも ♀ は全部4<8で ♂ は4>9で あ

つた。更に交配483號 か ら得たAπ110♂ の中から2頭 を選び,一 方は同交配 か ら得 た

CIA%に かけ(3表,交 配 始8號),他 方は前世代の交配481號 か ら得た.A〃ノA%に 交配

(3表,交 配487號)し た,其 の他同じ交配(交 配483號)か ら得たA刎10♀ と交配482

號めA刎A%♂ との交配(3表,交 配486號)も 作 り,之 等3交 配から得たA〃110を

比較 してみた膿,♀ は大部分が4<9で 交配487號 に4=9が2頭 だけいた,又 ♂ で

は反封にd>9が 大部分を占め,交 配486號 から1頭 だけ びく8●が出た(3表,交 配488,

487,486號),そ ～二でこの ♂ に於ける4<8の 特徴が次代に遺傳するかどうかを槍 べ る

爲に,こ の ♂ を交配487號 から得た2頭 のAπ1Aπ ♀ に交配(3表,交 配491,492號)

してみた。それと同時に交配487號 から得た4>9A%110♂ と矢張 り同交配から得たA幻

A%♀ との交配(3表,交 配490號)も 行v・,之 等3交 配から得たAπ110の 攣異状態

を比較 してみた虚,先 づ 舎 では前の2交 配即ちd<9♂ の子供には4<9が 最 も多く,

後の1交 配即ち4>9♂ の子供には6>9が 最 も多 く現れた,叉 ♀ では大部分が4<9

で,交 配490號 にd>9と4=9が1頭 すつV・た(3表,交 配491,492,490號)。

以上の實験は4と9と の間の大さの比の微細攣異にも遺傳性があると同時にAπ1∫oo遺

傳子は之等の攣異には何 ら關係 して居らなv・と云 う事を示 してv・る。 又A〃110♂ はすべて

d>9で ある虚の交配483號 のA〃110♂ の子孫には明かにd>9な る特徴が 現 れ てv・た

(交配483號 一→488號,487號 一→490號)の に封 して.交 配483號 のAπ110♀ の子供の

中には4<8Aπ110舎 が1頭 生れ,し か もその特徴は次代に現れた(交 配483號 一→486

號一→491,492號)。 この事から後系統の4<9はd>9か ら攣化 したものと考える事 が

出來 よう。 更に前述の諸實験から推考ず'れば交配491號 のA刎10♂ の中に1頭 だけ生れ

た4>9か らは再び4>8Aπ110♂ が多歎生れるのではなかろうかと想像 される。 之 に つ

いては未だ實験して居らないので断定的の事は何 も云えないが,こ の事實 は4>9か ら憂化

した4<gば 再び4>gに 攣化する可能性があると云 う事を暗示 してV・る様に思われる。

考 察

1)sπ60伽 θα 中のある系統即ちsπoo勿2α一9及 びsπoo勿9α一10に 見られる黒貼相互聞の

大 さの比の微細攣異は環境特に蠣の時期の温度の差異によつても生するが,同 一環境の下で

も同様な憂異が見られる。この場合は明かに遺傳:的であつて,舘oc勿 飢一9及びsπoo勿%一10

を決定する遺傳子自身の差異に基 き,攣 更遺傳子はこの攣異には關係 して居 らない。

2)上 記の黒窯の大 さの比は自然状態に於ても極めて攣化し易v・が,併 し淘汰によつて一
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定 した特徴を保つた系統を作 る事が出來 る。叉この一定 した特徴を持つた系統からは屡々他

の特徴をもつた個髄 も現れ,し か もその新しV・特徴はそのま・に子孫に傳つて行 く。この事

はsπoo勿 即 遺傳子内勾ある部分は自然状態に於て極めて攣化 し易v・と云ふ事を示 している

と同時に,こ の遺傳子内の攣化はある方向に淘汰する事が出來ると云ふ事を曙示 してv・る。

伺之等の微細攣化は淘汰によつて,ど の程度まで大 きな攣化にまで導 き得 るかにつv・ては目

下研究中の爲,詳 細は他の機會に報告する心算である 。

3)sπoo勿20遺 傅子の微細攣化は多方面に向つて起 り,非 常に複雑であると想像 される,

そして叉一度攣化 した遺傳子 は再び前に戻る傾同もある様に思われる。
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                            Resume 

  Very slight individual variations, apparently genetic in nature, are found 

in the relative size of spots in a subtype of suc inea. By selection some 

strains practically uniform in this character may be established. In such 

strains some individuals having a new character may appear. As such indivi-

duals often breed true, this change should be regarded as mutation.


